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（1）古墳時代倣製鏡成立の経緯
　弥生時代後期の後半に，北部九州地方を中心として，
小形の銅鏡，いわゆる「小銅鏡」の一群がみられる。そ
して，その分布は朝鮮半島南部にまでおよんでいる。小
銅鏡は，中国鏡　とりわけ前漢代末期の内行花文明光
鏡，昭明鏡，日光鏡などと呼ばれる小形鏡グループの模
倣鏡であると考えられている。形式学的な検討の結果か
らも，その流れを肯定しうるものである。しかし，わが
国では，前述のように，その分布が北部九州地方にほぼ
限定されるような，「偏在」性を示していることに特徴
がある。銅鐸の鋳型の出土例が，近畿地方にも，九州地
方にあるのと比較すると小銅鏡の分布の偏在性は，きわ
めて示唆に富んでいるといわざるを得ない。
　日本製青銅器の開始が，弥生時代の前半期に，とくに
銅鐸を中心として成しとげられたとする説が定着しつつ
ある。銅剣，銅鉾，銅才，巴形銅器，銅釧などのものを
指している。しかし，銅鏡の国産化開始の時期について
は，いまひとつ決定的な材料に欠けている。というの
は，小銅鏡の分布の偏在性，とくに近畿地方に出土例が
ほとんどみられないということによる。とはいうもの
の，国産青銅器全体からみれば，銅鏡の鋳造もその仲間
として当然考慮に入れておく必要があるのは勿論であ
る。吉墳時代の倣製鏡と弥生時代の小銅鏡との間を埋め
る資料は，具体的にはいまのところ何もないといわざる
をえないQ
（2）古墳時代倣製鏡成立期の様相
　古墳の成立の時期が，一体いつの事なのかは，いまの
ところ諸説があって定説がない。およその事として西暦
3世紀後半には成立していただろうとする意見が強い。
古墳初期の副葬品の中心は銅鏡であるが，それは弥生時
代にみられた小銅鏡やその原型になった中国鏡のグルー
プではない。後漢代後半の四神鏡や内行花文鏡を中心と
するものと，三角縁神獣鏡を中心とする，中国三国代の
ものが中心となり，ことに三角縁神獣鏡が特徴的である
ことは言をまたない。
　古墳時代初期に属する集落遺跡から，しばしば発見さ
れる一群の銅鏡がある。重圏文鏡，内行花文鏡などがそ
の代表的な鏡種であるが，鏡式のうえで弥生時代の小銅
鏡とは別のものである。銅鏡のもつ性格についても，小
銅鏡が墓の副葬品として発見されるのに対して，一一方
は，集落内にとどまっていて墓の副葬品ではない。いわ
ば，共同体の共有物として集落内祭祀の道具であった可
能性がきわめて強いと考えられる。そしてその分布は，
九州地方にはきわめて薄く，近畿地方とその周辺地域，
関東地方，北陸地方にまでも及んでいて，ほとんどの例
が古墳時代初期に限定されているのも特色がある。この
現象から考えられることは，底流として弥生時代の国産
青銅器の伝統が連続している，即ち，古墳時代社会への
革新が明瞭でないことを示していることと解釈される。
（3）伝世鏡の諸問題
　成立期古墳の副葬鏡の中には，中国後漢代の製作品と
考えられる鏡群の一部がみられる。この鏡群は，弥生時
代に舶載され，何らかの理由によって伝世され，古墳の
成立の段階で伝世の意義を失い古墳に埋納された，と考
えられ，いわゆる「伝世鏡」という性格づけがなされて
いる。弥生時代の後期後半には，墓の副葬品として，中
国後漢鏡はみられなくなり，いわゆる小銅鏡の副葬がみ
られるが，この現象は北部九州地方に限定されるもので
あった。近畿地方とその周辺では，銅鏡の墓への副葬は
みられず，銅鏡の出土例のほとんどは，集落内にとどま
るという特色を示している。しかも，その銅鏡類は「破
鏡」という姿で出土することが多く，割れた鏡の周縁を
磨り上げてまでも保有する意義を強く感ずることができ
る。破鏡の多くは後漢鏡とみられ，一部には前漢鏡をふ
くんでいる。これらの出土例についてみても，集落の年
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代と銅鏡の年代との間に，若干の年代差をふくむものが
あって，銅鏡のもっている意義が伝世を中心とする性格
を示しているとも考えられる。銅鐸などが集落にとどま
らないことを考えあわせると，銅鏡のもつ性格が，古墳
成立に関して大きな示唆を与える。
　一群の伝世鏡が，その伝世を絶って古墳の副葬品とし
て，古墳被葬者とともに埋葬されることは，銅鏡のもっ
て来た社会的な性質の放棄であり，共同体や集落のレベ
ルを越えた社会的な，あるいは政治的な変革や飛躍を表
現しているのではないかと理解される。
（4）三角縁神獣鏡の登場
　成立期古墳の副葬鏡は，前述の伝世鏡と三角縁神獣鏡
とが中心である。弥生時代の中では三角縁神獣鏡は，鏡
片すらも存在しないから，古墳開始のころ，はじめて舶
載された可能性が強い。魏志倭人伝の記載の中に，卑弥
呼の中国に対する朝貢の返礼として「銅鏡百枚」の記事
がみえ，それが「景初三年」のことであることもよく知
られている。この時にもたらされた銅鏡がすべて三角縁
神獣鏡であったという確証はない。むしろ，それの大半
が後漢代のものであって，従って「伝世鏡」を否定的に
みる考え方もある。しかし，初期古墳の副葬鏡の中心は
三角縁神獣鏡であることは確かなことであり，それの輸
入と配布は政治的な背景を物語る資料として有効であ
る。初期古墳相互間にみられる同箔鏡分有関係は，古墳
被葬者群の有機的なつながりを示すものとして注目され
る。と同時に，三角縁神獣鏡の「古墳成立後の伝世」と
いう新事実とその解釈にも，あらたな問題を提起した。
（5）倣製鏡の復活一大型鏡の出現
　わが国の倣製鏡は，弥生時代の小銅鏡にはじまり，古
墳時代初期にみられる内行花文鏡，重圏文鏡を経由して
一時，中断するかのように思われる。三角縁神獣鏡の輸
入と古墳への副葬が進行する中で，日中関係の中断など
があって，中国製三角縁神獣鏡の輸入も中断した。日本
の古墳時代は，しかし，なおその政治的な機構の整備中
であったらしく，三角縁神獣鏡の，とりわけ「同箔鏡」
は必要な道具であった可能性が強い。古墳時代の倣製鏡
の中で，この中国製三角縁神獣鏡の欠乏の間隙を埋める
ことは，初期政権一古墳を媒介とする政治機構一に
とっては具体的な施策として重要であったらしい。倣製
鏡による三角縁神獣鏡の同箔鏡の製作と配布は，あらた
に同箔鏡の分有関係を生み出していった。古墳の，ある
いはその文化の進展の第二段階である。同時に，かつて
伝世鏡として取り扱っておいた四神鏡，内行花文鏡の倣
製鏡が出現する。考え方によっては伝世鏡の復活とも思
われるこの現象は，しかし，他に大きな意味が存在しそ
うである。
　四神鏡，内行花文鏡に加えて画文帯神獣鏡のグループ
が倣製されるとき，「大型鏡」を特徴とするものとして
登場する。これは三角縁神獣鏡が，その面径と鏡式にお
いて画一的であることと比して，大ぎな特徴である。同
時に，その背景として鋳銅技術の進展も見逃せないこと
である。大型鏡の分布は，近畿地方を中心とするが，こ
とに大和盆地（奈良盆地）に集中することが注目され
る。ことに，盆地中央部に占有する佐紀盾列古墳群，東
麓の磯城丘陵に占地する柳本古墳群，西麓の葛城丘陵に
立地する馬見古墳群からの集中的な出土例は，西暦四世
・紀代の大和盆地内における三大勢力の分布範囲（日本書
紀などの記載による）とも関連をもっていて，初期政権
の第二の変革期を示している点で示唆に富んでいる。
（6）古墳時代の舶載鏡の諸相
　四神鏡，内行花文鏡，画文帯神獣鏡，三角縁神獣鏡
は，初期古墳の代表的な副葬鏡である。これらを一つの
セットとして保有している古墳は，ほとんど近畿地方の
古墳に限定されると言っても過言ではない。また，いく
種類もの銅鏡をあわせ持つという古墳は，きわめて限定
されているということも事実である。四神鏡以下のもの
のほか，古墳時代の舶載鏡として代表的なものに「斜縁
鏡」グループがあげられる。面径10－15cm程度の規模
で，四獣，六獣，二神二獣などの文様表現を特徴として
いる。神獣鏡としては平縁の二神二獣鏡があげられよ
う。これらはいずれも中国後漢代後半から三国時代にか
けての製作と考えられている。これらの銅鏡の重要性
は，出土例が多いこと，全国的な分布をみせているこ
と，さらには，倣製鏡の原型としてきわめて大きな役割
を演じていることがあげられよう。倣製三角縁神獣鏡や
大型倣製鏡の出土例は，その分布や範囲にかたよりがあ
るが，この鏡群は，全国的な規模の分布を示し，その出
土量も多く，またバラエティーにも富んでいる。全国的
に古墳が波及して，安定した状況の中で育成された鏡群
であるとみてよい。
　倣製鏡の原型となっている中国鏡には，龍虎鏡，盤龍
鏡，獣帯鏡などのやや特殊なものもある。
（7）踏み返しによる倣製鏡とその同箔鏡
　画文帯神獣鏡の倣製鏡には，先述の大型鏡群中にふく
まれるもののほかに，同系統とみられるが，中国におけ
る製作年代の降るものを原型とした倣製鏡とがある。両
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老の直接的な関係は，現在のところ明確に把握されてい
ないが，中国でも平縁神獣鏡の一連の変化の中で解釈し
ようとしていて参考になる。もともと三国～六朝代のも
のと考えてよく，日本へ舶載される機会は十分にあっ
た。
　中国側の文献によれば，東晋安帝の時，倭王讃がいて，
宋・武帝の時（A．D．421）倭王讃が宋に朝貢して除綬
を賜う，とみえる。以来，宋・斉・梁代にいたる（A．
D。502）まで倭五王の中国との国交が読みとれる。この
問の銅鏡の主流は，平縁画文帯神獣鏡であった可能性は
強い。朝貢の返礼としてこの種の銅鏡が下賜されたこと
も同様に考えられる。埼玉県稲荷山古墳，熊本県江田船
山古墳は，刀剣に金銀象嵌による銘文があって注目され
ている。両古墳に共通する副葬品として画文帯神獣鏡が
ある。また，九州から関東地方にいたる16基の古墳に同
箔鏡の分有関係をもつものも画文帯神獣鏡である。この
同箔鏡は，鋳銅技術の面では「踏み返し1と呼ばれるも
ので，原型からいく面分かの鋳型をおこす方法によるも
のと解釈されている。
　倭五王の時代に，画文帯神獣鏡を中心とする一群のも
のがあり，同鋳（同箔）によるものによって古墳間の有
機的連がりがあったとすれば，西暦五世紀代における日
本国内のこととして，社会的な政治的な動向を把握しう
るであろう。
（8）倣製鏡の終焉・副葬鏡の終焉
　西暦五世紀代には，倭五王を中軸とする政治体制があ
り，中国との国交，朝鮮半島との関係の中で，巨大古墳
の時代ともいわれる。倭五王の国際的な動きは，わが国
に外来の諸文物をもたらす結果となった。横穴式石室の
導入は，追葬観念をもたらし，馬具はそれまでの武具武
器にも影響を与え，須恵器は古墳副葬品とはなり得なか
った土師器にとってかわって，古墳副葬品の一般的な主
役となった。もはや，銅鏡主役の状態は全く覆されたと
いってよい。あるいは，本来的に中国志向だった副葬品
の選択が，その範囲をひろげたとも表現できようか。
　群馬県高崎市綿貫観音山古墳出土鏡の一面は，韓国・
百済武寧王陵出土鏡と同箔であることを考えあわせる
と，藤ノ木古墳などとの関連も十分考慮しなければなら
ないo高松塚古墳の海獣葡萄鏡の系譜も，日本がシルク
ロードの終点としてあるが結果として存在するというだ
けでなく，晴国との交渉，さらには仏教文化との積極的
な接触を予想してもよいのではあるまいか。
